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オ
ー
ク
マ
の
テ
ー
ブ
ル
移

動
式
「
５
面
加
工
門
形
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
　
Ｍ
Ｃ
Ｒ
―

Ｃ
」
は

大
型
部
品
の
高
精

度
加
工
と
強
力
加
工
の
融
合

を
目
指
し
た
精
度
指
向
型
機

能
デ
ザ
イ
ン

最
適
な
加
工

に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
導
く
ユ

ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
デ
ザ
イ
ン

快
適
な
作
業

空
間
、
ユ
ー
ザ
ー
環
境
を
提

供
す
る
環
境
調
和
型
外
観
デ

ザ
イ
ン
―
と
い
う
三
つ
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、

大
型
部
品
加
工
の
生
産
性
を

革
新
す
る
目
的
で
開
発
さ
れ

た
。

　
重
厚
長
大
産
業
で
は
機

能
、
性
能
の
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
て
大
型
部
品
の
形

状
が
複
雑
化
し
て
い
る
。
Ｍ

Ｃ
Ｒ
―
Ｃ
は
大
型
部
品
の
高

能
率
の
荒
加
工
か
ら
高
精
度

の
仕
上
げ
加
工
ま
で
を
１
台

で
完
結
す
る
た
め
に
、
全
域

で
高
剛
性
を
保
つ
大
型
ラ
ム

４
２
０

×
４
２
５

、
厚
肉
鋳
物
を
採
用
し

た
高
剛
性
コ
ラ
ム
、
最
も
加

重
を
受
け
る
下
側
摺
動
面

し
ゅ
う
ど
う

を
厚
肉
化
し
た
高
剛
性
ス
ク

ロ
ー
ル
と
い
っ
た
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
加
工
領
域
全
域

で

出
力
、
切
削
量
毎

分
１
２
０
０
立
方

を
実

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
大

門
幅
４
６
５
０

、
最
大

積
載
ワ
ー
ク
高
さ
４
０
０
０

と
最
大
門
枠
の
サ
イ
ズ

は

型
に
拡
大
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
社
の
知
能
化
技

術
「
サ
ー
モ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
」
が
標
準
搭
載

さ
れ
、
大
型
機
で
発
生
す
る

温
度
差
の
影
響
を
排
除
し
、

精
度
安
定
性
を
高
め
て
い

る
。
室
温
変
化
時
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
機
械
立
ち
上
げ

や
加
工
再
開
時
に
も
高
い
寸

法
安
定
性
を
実
現
す
る
。
高

精
度
加
工
だ
け
で
は
な
く
、

熱
変
位
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
暖
機
運
転
時
間
短
縮
、
加

工
再
開
時
の
寸
法
修
正
な
ど

が
可
能
に
な
る
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｒ
―
Ｃ
で
は
熱
膨
張

に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
寸
法
変
化

を
制
御
す
る
Ｔ
Ａ
Ｓ
―
Ｔ

Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
　
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ

ｚ
ｅ
ｒ
―
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

を

追
加
。
加
工
物
を
テ
ー
ブ
ル

の
ど
こ
に
設
置
し
て
も
安
定

し
た
寸
法
精
度
を
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
加
工
領
域
全
域
に
お
い

て
熱
変
位

以
下

環

境
温
度
変
化
８
度
Ｃ

を
達

成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
制
御
機
能

と
し
て
「
サ
ー
ボ
ナ
ビ
」
が

装
備
さ
れ
て
い
る
。

に

近
い
大
型
重
量
物
か
ら
数
百

の
薄
板
、
ア
ル
ミ
ま

で
、
加
工
物
に
合
わ
せ
た
加

減
速
サ
ー
ボ
設
定
値
を
自
動

設
定
し
、
最
適
な
加
工
を
実

現
す
る
。
こ
の
サ
ー
ボ
ナ
ビ

は
操
作
性
の
向
上
に
も
貢
献

し
て
い
る
。
機
械
の
経
年
劣

化
状
況
の
判
断
も
行
い
、
反

転
時
の
象
限
の
突
起
を
最
小

化
す
る
反
転
突
起
自
動
調
整

機
能
、
送
り
軸
系
の
振
動
を

最
小
化
す
る
制
振
自
動
調
整

機
能
な
ど
で
、
サ
ー
ボ
制
御

最
適
化
の
た
め
の
自
動
補
正

を
行
う
。

　
操
作
性
の
向
上
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御

Ｃ

Ｎ
Ｃ
装
置
Ｏ
Ｓ
Ｐ
―
Ｐ
３

０
０
」
の
搭
載
も
貢
献
し
て

い
る
。
経
験
の
有
無
を
問
わ

ず
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意
図
に

沿
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な
操
作
性

を
実
現
し
て
い
る
。
工
具
の

登
録
、設
定
、調
整
操
作
を
一

つ
の
画
面
で
行
う
１
画
面
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
主
軸
の
手

動
操
作
を
集
約
し
た
パ
ネ
ル

設
計
は
生
産
性
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
造
形
処
理
で
は
機
能
に
忠

実
な
シ
ン
プ
ル
造
形
と
色
彩

に
よ
り
重
厚
感
を
表
出
、
ホ

ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
で
、
威
圧
感
を
抑

え
て
安
心
感
を
表
現
し
つ

つ
、
精
度
感
や
信
頼
感
に
つ

な
が
る
緊
張
感
を
醸
し
出
し

て
い
る
。
ラ
ウ
ン
ド
形
状
の

サ
ド
ル
は
ボ
ル
ト
埋
設
縦
溝

処
理
で
、
そ
の
動
き
を
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
。
ま
た
、

全
体
カ
バ
ー
の
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
は
作
業
者
扉
や
ワ
ー
ク
搬

入
扉
な
ど
、
使
用
に
合
わ
せ

た
カ
バ
ー
の
ア
ド
オ
ン
を
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
設
置
状
況
に
よ
り
変

化
す
る
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
作

業
環
境
に
配
慮
し
た
方
策
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
大
型
加
工
機
に
お
い
て
問

題
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
対
し
て
き
め
の
細
か
い
対

策
を
施
し
た
同
製
品
は
「
機

電
情
知
一
体
」
の
完
成
度
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。

門
形
鋳
物
の
背
面
上
部
に
施

さ
れ
た
社
名
ロ
ゴ
は
高
い
信

頼
性
を
暗
示
す
る
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
訴
求
策
と
し
て
好

感
を
持
た
れ
た
。

　
中
山
鉄
工
所
の
「
電
動
自

走
式
ク
ラ
ッ
シ
ャ
　
Ｎ
Ｅ
３

０
０
Ｊ
」
は
採
石
場
で
の
自

然
石
の
破
砕
や
、
解
体
工
事

で
発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

廃
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
粗

砕

一
次
破
砕

工
程
を
担

う
。
本
体
寸
法
は
長
さ
１
万

６
７
８
０

、
幅
５
２
１

０

、
高
さ
４
２
８
０

で
、
総
質
量

。
原
料

ホ
ッ
パ
ー
、
グ
リ
ズ
リ
ー
フ

ィ
ー
ダ
ー
、
破
砕
機
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
制
御
盤
、

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
、
ク
ロ
ー
ラ

ー
、
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ベ
ヤ

ー
、
発
電
機
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
コ
ア
と
な
る
破
砕
機
は
セ

ッ
ト
調
整
が
ス
イ
ッ
チ
一
つ

で
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
同
社
製
ジ
ョ
ー
ク
ラ
ッ
シ

ャ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

原
料
塊
を
固
定
刃
板
と
小
さ

な
振
幅
で
前
後
に
往
復
運
動

す
る
刃
板
の
間
に
か
み
込

み
、
破
砕
す
る
。
両
刃
板
の

隙
間
調
整
は
ス
イ
ッ
チ
操
作

に
よ
る
簡
単
な
セ
ッ
ト
調
整

機
構

油
圧
サ
ポ
ー
ト
式

を
標
準
装
備
。
破
砕
能
力
は

最
大
供
給
寸
法
が
長
さ
１
０

０
０

、
幅
９
５
０

、
高
さ
６
０
０

。
標

準
処
理
能
力
は
１
時
間
当
た

り
１
５
０
―
４
０
０

。

　
ま
た
、
油
圧
ア
シ
ス
ト
装

置
を
標
準
装
備
し
て
お
り
、

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
破
砕
室
で
原

料
が
閉
塞
し
た
場
合
、
正
転

・
逆
転
に
よ
る
異
物
を
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
気

ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
は
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
方
式
を
採
用
し
た

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
処
理
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、
操
作
性

は
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。

　
同
社
は
前
回
の
第

回
機

械
工
業
デ
ザ
イ
ン
賞
に
兄
弟

機
で
応
募
。
そ
の
際
に
審
査

委
員
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
審

査
所
見
を
生
か
し
、
こ
の
Ｎ

Ｅ
３
０
０
Ｊ
の
開
発
に
取
り

組
ん
だ
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で

の
同
社
の
開
発
ス
タ
イ
ル
を

一
新
。
デ
ザ
イ
ン
専
門
の
人

員
を
配
置
し
、
デ
ザ
イ
ン
レ

ビ
ュ
ー
の
段
階
か
ら
設
計
陣

と
と
も
に
、
全
て
の
工
程
に

立
ち
会
い
、
開
発
を
進
め

た
。
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
は

機
体
の
初
期
導
入
費
用

イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

燃
料

費

保
守
・
管
理
費

油
圧

機
器
の
更
新
費
用

ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト

廃
棄
―
ま

で
を
包
含
し
た
「
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
低
減
」
。
そ

の
結
果
、
油
圧
駆
動
と
電
気

駆
動
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を

組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
機
と
な
っ
た
。

　
Ｎ
Ｅ
３
０
０
Ｊ
最
大
の
特

徴
は
自
走
式
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー

の
動
力
源
に
電
気
が
使
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
自
走
式

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
に
は
破
砕
と

走
行
と
い
う
二
つ
の
機
能
が

あ
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
低
減
と
い
う
開
発
コ
ン

セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
の
二
つ
の
機
能
を
油
圧
駆

動
の
み
で
行
っ
て
い
た
従
来

方
式
か
ら
、
破
砕
シ
ス
テ
ム

を
電
気
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
駆

動
方
式
、
走
行
シ
ス
テ
ム
を

油
圧
に
よ
る
駆
動
方
式
と
い

う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。
電
気
モ
ー
タ

ー
に
し
た
こ
と
で
破
砕
能
力

は

％
向
上
し
て
い
る
。

　
電
気
モ
ー
タ
ー
は
発
電
機

と
商
用
電
源
の
二
通
り
に
対

応
。
発
電
機
に
は
米
国
環
境

保
護
庁
に
よ
る
第
４
次
排
出

ガ
ス
規
制
暫
定
版

Ｔ
ｉ
ｅ

ｒ
４
ｉ

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
て
い
る

特
定
特
殊
自
動

車
少
数
特
例
２
０
１
１
年
基

準
同
等
適
合
車

。
動
力
を

油
圧
か
ら
電
気
に
し
た
こ
と

で
約

％
と
い
う
燃
費
改
善

を
実
現
し
て
い
る
。

　
機
械
構
造
の
簡
素
化
、
保

守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
容
易

化
、
ト
ラ
ブ
ル
時
に
お
け
る

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
実

現
し
た
電
気
モ
ー
タ
ー
駆
動

方
式
の
採
用
は
次
世
代
を
担

う
機
械
と
し
て
の
可
能
性
や

方
向
性
を
明
示
し
た
。

　
外
観
で
は
安
全
性
に
配
慮

し
、
非
常
停
止
ボ
タ
ン
が
大

型
機
の
特
性
に
配
慮
し
て
本

体
７
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
回
転
体
な
ど
、

人
体
が
触
れ
る
と
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
部
分

は
全
て
カ
バ
ー
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
場
所
の
操
作
性
や
安
全
性

に
配
慮
し
た
カ
バ
ー
リ
ン
グ

は
「
供
給
」
「
破
砕
」
「
搬

出
」
「
自
走
」
機
能
を
構
造

美
に
昇
華
さ
せ
る
造
形
処
理

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
３
０
０
Ｊ
が
実
現
す

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
低
減
は
製
品
の
長
寿
命
化

に
つ
な
が
り
、
環
境
保
全
と

い
う
観
点
か
ら
有
効
な
開
発

指
針
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
点
も
評

価
さ
れ
た
。


